
2025 年度考古学講座第２回「「源内焼」を取り巻く世界」 

佐藤竜馬 

 

１．「何でも源内」にしない 

２．「源内焼」のバリエーションと変化 

 ２－１．多種多様な器  ２－２．発掘資料から考える 

 ２－３．伝世品に見る変化  ２－４．３つの時期区分 

３．陶土から製品まで 

 ３－１．陶土  ３－２．成形  ３－３．焼成 

４．どう使われたか 

 ４－１．「通説」への疑問  ４－２．遺跡での出土状況 

 ４－３．流通経路 

５．「源内焼」の成立 特に大坂との関係 

 ５－１．「源内焼」の先駆性   ５－２．大坂・瓦屋町での陶器生産 

 ５－３．讃岐と大坂との関係性 

６．「それでも源内」という可能性 

 ６－１．ネットワークの要としての源内 

 ６－２．「陶器工夫書」をどう読むか  ６－３．陶工たちの記憶の源内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


